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１．事業の概要
第２次循環型社会形成推進基本計画（平成２０年３月閣議決定）に位置

付けられた「地域循環圏」について、課題、評価手法及び推進施策等を盛
り込んだ『地域循環圏の高度化・発展戦略』の策定を進めている。同戦略
を踏まえた地域循環圏形成主体（行政、事業者、NGO/NPO、市民等が参加す
る地域協議会等）が策定しようとする地域計画について、必要な支援を行
う。
また、各地域で策定した地域計画を促進するため、革新性等を有する先

進的な取組について、技術やシステムの高度化などモデル事業として支援
するなど、循環型社会を低炭素社会、自然共生社会と一体的に構築してい
くために地域循環圏を総合的・計画的に実現する。

２．事業計画
（１）地域循環圏高度化、発展戦略に基づく地域計画策定支援

地域循環圏形成のためには様々なセクター（行政、事業者、NGO/NPO、
市民等）の参加による現状の課題認識と取り組むべき方向性の合意形成が
必須であるので、地域計画策定に係る必要な支援を行う。
＜支援内容＞
・地域協議会運営費
・現状調査、先進事例調査
・地域循環圏形成シミュレーション経費（循環資源賦存量推計等）
・FS調査

（２）地域循環圏形成事業
地域循環圏の具体化に向け策定した地域計画に基づき、ＣＯ２等の温

室効果ガス排出量削減等にも寄与し、循環型社会ビジネスの活性化のた
め社会性・事業性・革新性を有する先進的な取組について、技術やシス
テムの高度化などモデル事業として支援するとともに、成果を優良事例
として全国に情報発信する。

３．施策の効果
各地域において、構想段階から関係主体が連携・協働し、かつ、地域計

画に基づく具体的な事業実施を行うことで、その地域の実情や循環資源の
性質に応じた、きめ細かな地域循環圏を実現することが可能となる。また、
エコタウン地域を中核とした地域循環圏を構築することで、循環型社会ビ
ジネスの振興も含めた地域活性化に役立つ循環型社会の形成促進につなが
る。



 ・循環資源の性質に応じた『地域循環圏』を複層的・有機的に繋げていくことで、多様か
つ高度な資源循環を実現 （低炭素型、廃棄物減量、資源抑制（代替）、高付加価値、
高安定性確保、地域活性化等） 

 ・東日本大震災を契機とした災害リスクへの適応（資源循環拠点機能の相互補完） 
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電力会社や
民間企業等

国産木材の建材

国産木材の建材

地域活性化や地域コミュニティー参画等の
期待される効果

q 林地残材の搬出→雇用促進：高齢化する林
業従事者の更新、林業や製材業の活性化

q 林地に人が入る→里地里山保全活動の促
進、都市生活者や民間企業の参画促進

q 国産木材利用の促進→新しいビジネスモデ
ルの創出、地域観光業やブランド化へ貢献

q 木質バイオマス発電施設の整備→雇用促進

q 市民・企業・NPO等の協働による放置竹林や
荒廃した森林の保全活動の促進（都市部人
材との交流）

凡例

循環資源の流れ

再生製品、再生材料、
再生エネルギーの流れ
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都市近郊農業地域
都市郊外住宅地域

人口集積地

集合住宅

集合住宅

・単純焼却しているプラスチックの集約化
・プラスチックのソーティングセンター整備

静脈産業地域循環圏（広域処理、プラスチックリサイクルの集約化）

既存基幹産業の発電
施設（燃料利用）

動脈産業地域循環圏

都市近郊（都市農村連携）地域循環圏

各種のプラスチック製
品生産施設

（マテリアル利用）

静脈産業の集積拠点
（プラスチックの分別・選別施設）

廃プラスチック（農業用資材：ビニールハウス）

廃プラスチック

廃プラスチック

地域活性化や地域コミュニティー参画等の
期待される効果

q これまで自治体焼却処理施設で単純に焼却して
しまっている廃プラスチックの資源化促進→ソー
ティングセンターの整備」新ビジネスの創出：雇
用促進

q プラスチックの集団回収事業の活性化

q 企業（主に中小企業）の分別促進

q 消費者意識の啓蒙活動の促進

q NGO等の主導によるイベント回収促進等々
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再生プラスチック原料
(マテリアル利用）

プラスチック燃料
(サーマル利用）

各種プラスチック製品

電力供給

凡例

循環資源の流れ

再生製品、再生材料、
再生エネルギーの流れ

本事業の特徴： 
 地域循環圏形成主体（行政、事業者、NGO/NPO、市民等が参加する地域協議会等）が策定しよう
とする地域計画のコーディネートを積極的に実施。 

＜地域循環圏形成に資する利活用モデル及び地域での展開拡充イメージ（例）＞ 


